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2007年８月１日（毎月1回1日発行） 第455号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事27名　監事3名　総代205名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００７年６月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

26,025世帯 
1,150,994,000円 

44,226円 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　都  築　  靖　　発行部数　22,000 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 

　
夏
が
来
る
と
思
い
出

す
、は
る
か
な
尾
瀬
…
。

五
十
年
近
く
前
に
、
少

年
の
私
は
尾
瀬
に
向
か

う
た
め
初
め
て
沼
田
の
駅
に
降
り

立
っ
た
。
駅
前
か
ら
大
変
な
急
勾

配
を
バ
ス
で
上
が
っ
た
記
憶
が
あ

る
▼
東
電
の
青
年
の
案
内
で
入
っ

た
尾
瀬
ヶ
原
で
は
一
面
の
美
し
い

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
迎
え
て
く
れ

た
。
霧
が
晴
れ
つ
つ
あ
る
雲
上
の

ア
ヤ
メ
平
を
巡
っ
た
と
き
の
感
動

は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
少
年
の
心
で

天
国
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
な
と
思

っ
た
▼
医
師
に
な
っ
て
当
院
に
赴

任
し
た
と
き
、
季
節
を
変
え
て

二
、
三
度
尾
瀬
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に

出
か
け
た
。木
道
は
人
人
人
の
長

蛇
の
列
で
、ア
ヤ
メ
平
は
荒
れ
果

て
て
見
る
影
も
な
か
っ
た
。
復
旧

の
努
力
が
さ
れ
回
復
し
つ
つ
あ
る

と
聞
く
が
、
以
来
三
十
年
尾
瀬
に

足
を
踏
み
入
れ
て
い
な
い
▼
尾
瀬

の
湿
原
と
そ
れ
を
抱
く
山
々
は
世

界
的
に
み
て
も
貴
重
な
財
産
で
あ

る
。
今
の
よ
う
な
観
光
地
化
し
た

尾
瀬
に
し
て
お
い
て
よ
い
の
だ
ろ

う
か
と
思
う
▼
二
十
年
ほ
ど
前
に

家
族
で
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ン
な
ど
の

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
の
国
立
公
園

を
巡
る
車
の
旅
を
し
た
こ
と
が
あ

る
。
自
然
保
護
の
た
め
国
立
公
園

に
入
る
に
は
ゲ
ー
ト
で
入
園
料
を

取
ら
れ
る
。
権
限
を
持
っ
た
多
く

の
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
公
園
の
管
理
に

努
め
て
い
た
▼
ア
メ
リ
カ
が
そ
れ

ま
で
の
無
制
限
な
森
林
伐
採
や
家

畜
の
放
牧
か
ら
、
自
然
保
護
を
第

一
に
考
え
た
国
立
公
園
法
を
作
っ

た
の
は
百
三
十
年
以
上
前
で
あ

る
。
自
然
保
護
の
父
、
ジ
ョ
ン
・

ミ
ュ
ー
ア
の
思
想
が
支
え
て
い
る

▼
今
度
の
「
尾
瀬
国
立
公
園
」
指

定
を
機
に
自
然
保
護
を
真
剣
に
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。（
富
） 

あぜ道 あぜ道 

暑く寝苦しい季節となりました。寝つきを良くするためには、休日でも普段と同じ時間にきちんと起きることが最も大切です。 

　
「
戦
争
や
核
の
な
い
平
和
な
世
界
を
」
「
憲
法
九
条
を
守
れ
」
を
合
言
葉
に
、

8
月
に
広
島
・
長
崎
で
開
か
れ
る
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
向
け
て
、
全
国
す

べ
て
の
市
町
村
を
歩
い
て
結
ぶ
「
国
民
平
和
大
行
進
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
利
根
沼
田
で
も
延
べ
1
8
5
人
の
参
加
で
、
7
月
8
日
、
片
品
と
川
場
、
水
上
、

新
治
の
旧
役
場
か
ら
沼
田
公
園
ま
で
の
「
網
の
目
」
行
進
。
１２
日
は
沼
田
市
役

所
か
ら
昭
和
村
を
経
て
渋
川
市
ま
で
の
「
基
幹
コ
ー
ス
」
の
行
進
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
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2007国民平和大行進 

核
兵
器
の
な
い
世
界
を 

８
月
の
平
和
行
事 

　「
網
の
目
」
行
進
で
は
、
片
品

コ
ー
ス
を
利
根
保
健
生
協
と
労
組

が
担
当
し
ま
し
た
。
役
場
前
で
の

開
会
式
で
は
、
村
長
、
議
長
の
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
国
民
平

和
大
行
進
の
横
断
幕
を
先
頭
に
、

８
時
に
27
人
で
元
気
よ
く
歩
き

始
め
ま
し
た
。
さ
い
わ
い
う
す
曇

で
比
較
的
歩
き
や
す
い
天
候
で
し

た
。
途
中
、
利
根
町
支
所
で
小
林

喜
市
夫
妻
の
湯
茶
の
接
待
を
受
け

な
が
ら
頑
張
っ
て
歩
き
つ
づ
け
ま

し
た
。
午
後
は
、
白
沢
町
生
枝
で

新
メ
ン
バ
ー
が
引
き
つ
い
で
歩
を

進
め
ま
し
た
。
上
原
町
で
「
川
場

コ
ー
ス
」
の
女
性
た
ち
23
人
と

合
流
し
て
市
役
所
前
を
経
て
、
最

後
の
力
を
出
し
５
時
過
ぎ
に
沼
田

公
園
に
到
着
し
ま
し
た
。 

　
片
品
コ
ー
ス
で
去
年
同
様
一
日

歩
き
通
し
た
小
学
６
年
生
の
西
畠

剛
志
君
は
「
少
し
疲
れ
た
け
ど
、

歩
く
の
は
平
気
だ
っ
た
」。
職
員

の
Ｋ
さ
ん
も
「
今
年
も
一
日
歩
い

た
。
例
年
よ
り
参
加
者
が
少
な
く

残
念
だ
っ
た
が
、
平
和
の
た
め
に

粘
り
強
く
運
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
」
と
そ
れ
ぞ
れ
話
し

て
い
ま
し
た
。 
  

　
憲
法
九
条
を
「
改
正
」
し
、「
戦

争
の
出
来
る
国
」
へ
の
策
動
が
強

ま
り
、
平
和
を
求
め
る
国
民
の
願

い
を
踏
み
に
じ
る
状
況
強
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
阻
止
し
、
戦
争

の
悲
惨
さ
や
平
和
の
大
切
さ
を
訴

え
る
行
事
が
開
か
れ
ま
す
。 

第
27
回
平
和
の
た
め
の
戦
争
展 

　
８
月
10
日
（金
）〜
12
日
（日
）

の
三
日
間
。「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
」

５
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。 

第
24
回
平
和
美
術
展 

　
８
月
13
日
（月
）〜
15
日
（水
）

の
三
日
間
。
沼
田
市
中
央
公
民
館 

「
子
ど
も 

歯
の
保
健
教
室
」 

　  

飲
み
物
に
砂
糖
が
い
っ
ぱ
い 

　
「子
ど
も
歯
の
保
健
教
室
」
が

７
月
７
日
（土
）、
利
根
歯
科
診
療

所
で
開
か
れ
、
子
ど
も
や
保
護
者

25
人
、
「歯
の
保
健
委
員
」
６
人
、

職
員
21
人
も
参
加
し
賑
や
か
に

お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
の
催
し

は
、
子
ど
も
の
時
か
ら
歯
の
大
切

さ
を
理
解
し
「
歯
の
健
康
」
へ
の

関
心
を
高
め
よ
う
と
14
年
前
か

ら
年
一
回
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
達
は
４
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
歯
の
構
造
や
役
割
り

の
勉
強
。
歯
を
赤
染
め
し
て
上
手

な
歯
磨
き
の
練
習
。
飲
み
物
な
ど

に
含
ま
れ
る
砂
糖
の
量
や
虫
歯
の

出
来
や
す
さ
。
歯
科
技
工
室
の
見

学
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
達
が
一
番
興
味
を
持
っ

た
の
は
、
今
年
も
職
員
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
不
用
に
な
っ
た
本
物

の
歯
を
削
る
体
験
で
「
削
れ
た
削

れ
た
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て

い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
「
楽
し

か
っ
た
の
で
来
年
も
参
加
し
ま
す
」

「
来
年
は
友
達
を
誘
っ
て
来
た
い
」

「
普
段
飲
ん
で
い
る
飲
み
物
に
砂

糖
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
い
る
の
に

ビ
ッ
ク
リ
し
た
」「
染
め
出
し
で

歯
の
周
り
が
真
っ
赤
に
な
っ
た
時

は
驚
い
た
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

「
憲
法
九
条
を
守
れ
」の
声 

　
第
７
回
新
病

院
建
設
委
員

会
お
よ
び
理
事

会
を
経
て
、設

計
は
株
式
会
社

久
米
設
計
に
決

定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
間
、
新

病
院
建
設
委

員
会
で
は
、設

計
会
社
選
定
は

病
院
建
設
の
根

幹
を
な
す
重
要

な
事
項
で
あ
る

と
の
認
識
で
、

各
社
か
ら
の
説

明
会
や
、各
々

が
設
計
し
た
病

院
見
学
な
ど
を

行
い
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
て

き
ま
し
た
。 

　
久
米
設
計
の
創
設
者
は
、沼

田
に
も
縁
の
深
い
久
米
民
之
助

氏
の
ご
子
息
久
米
権
九
郎
氏
で
、

職
員
５
百
数
十
人
を
有
し
、多

く
の
実
績
を
持
つ
業
界
で
も
大

手
の
設
計
会
社
で
す
。
必
ず
や

組
合
員
の
声
に
応
え
て
も
ら
え

る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。 

　
都
築
靖
新
病
院
建
設
委
員

長
は「
設
計
会
社
決
定
で
、新
病

院
建
設
は
大
き
く
前
進
し
ま
し

た
。今
後
、給
食
問
題
な
ど
解
決

す
る
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、組

合
員
と
役
職
員
が
力
を
合
わ
せ

立
派
な
病
院
を
造
り
あ
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。 

新病院建設一歩前進 
設計は久米設計に決定 

基
幹
コ
ー
ス
参
加
者（
昭
和
村
で
） 

原田所長の指導で歯を削る 

利根沼田の結集地沼田公園に向け（片品・川場コース） 



眠気を感じる時間は日によって違います。毎日違っても気にしないで眠気が起きてから床につくようにしましょう。 
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〈
沼
田
西
支
部
〉 

金
井
　
初
保 

〈
利
南
支
部
〉 

森
下
　
俊
雄 

〈
川
田
支
部
〉 

生
方
　
ス
エ 

〈
利
根
北
支
部
〉 

吉
野
　
明
子 

〈
川
場
支
部
〉 

松
井
　
政
子 

〈
新
治
支
部
〉 

北
村
寿
美
子 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

堤
　
ツ
ネ
子 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　
（
1190
口
以
上
） 

大
島
　
昭
治 

　
（
1060
口
以
上
） 

入
沢
　
又
一 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

　
（
4400
口
以
上
） 

綿
貫
　
博
通 

　
（
140
口
以
上
） 

坂
大
　
重
也 

　
（
40
口
以
上
） 

望
田
　
昭
一 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

　
（
3080
口
以
上
） 

加
藤
　
岩
男 

　
（
130
口
以
上
） 

金
井
　
初
保 

　
（
10
口
以
上
） 

高
橋
　
義
雄 

〈
沼
田
南
支
部
〉 

　
（
410
口
以
上
） 

馬
場
半
次
郎 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

　
（
60
口
以
上
） 

藤
原
　
勝
利 

　
（
50
口
以
上
） 

岸
野
　
昌
利 

〈
利
南
支
部
〉 

　
（
120
口
以
上
） 

神
山
フ
ジ
子 

　
（
90
口
以
上
） 

永
井
　
　
力 

　
（
70
口
以
上
） 

佐
藤
　
正
利 

〈
薄
根
支
部
〉 

　
（
1120
口
以
上
） 

金
子
　
幸
子 

　
（
240
口
以
上
） 

大
嶋
　
　
賢 

〈
川
田
支
部
〉 

　
（
460
口
以
上
） 

生
方
　
忠
一 

　
（
80
口
以
上
） 

生
方
　
ス
エ 

　
（
30
口
以
上
） 

田
中
　
文
吉 

〈
白
沢
支
部
〉 

　
（
160
口
以
上
） 

池
田
　
義
一 

　
（
70
口
以
上
） 

金
子
　
秀
子 

　
（
20
口
以
上
） 

星
野
　
　
守 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　
（
930
口
以
上
） 

吉
野
　
明
子 

　
（
570
口
以
上
） 

金
子
喜
一
郎 

〈
片
品
支
部
〉 

　
（
1760
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

　
（
180
口
以
上
） 

笠
原
　
喜
八 

　
（
100
口
以
上
） 

狩
野
　
佳
市 

　
（
90
口
以
上
） 

千
明
　
利
雄 

　
（
70
口
以
上
） 

入
沢
　
惣
平 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　
（
360
口
以
上
） 

尾
崎
　
孝
男 

　
（
130
口
以
上
） 

樋
口
春
次
郎 

　
（
10
口
以
上
） 

加
藤
　
浩
治 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　
（
230
口
以
上
） 

原
　
健
太
郎 

　
（
90
口
以
上
） 

杉
木
　
利
三 

〈
新
治
支
部
〉 

　
（
220
口
以
上
） 

綿
貫
　
秀
夫 

　
（
100
口
以
上
） 

森
下
　
和
子 

　
（
70
口
以
上
） 

本
多
　
偉
男 

　
（
40
口
以
上
） 

富
沢
　
康
次 

　
（
10
口
以
上
） 

北
村
寿
美
子 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

　
（
70
口
以
上
） 

武
井
　
幸
男 

よ
う 

 

こ
そ 

6
月
の 

新
加
入
者 

新
し
い
仲
間 

▼
6
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
二
六
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

増
資
者
一
覧 

6
月
分 

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す 

▼
6
月
の
増
資
は
六
三
六
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た 

　
四
十
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 （
敬
称
略
） 

　
７
月
16
日
、
震
度
６
強
の
中

越
沖
地
震
が
新
潟
県
柏
崎
市
を
中

心
に
襲
い
ま
し
た
。
こ
の
災
害
に

対
し
て
「Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」（
災
害
医
療

支
援
チ
ー
ム
）と
い
う
医
療
チ
ー
ム

が
派
遣
・
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
と
は
、
災
害
時

に
被
災
地
に
迅
速
に
駆
け
つ
け
、

救
急
治
療
を
目
的
と
し
て
、
厚
生

労
働
省
の
認
め
た
専
門
的
な
訓
練

を
受
け
た
医
療
チ
ー
ム
で
、
そ
の

活
動
は
災
害
発
生
か
ら
48
時
間

以
内
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
当
院
の
「Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」チ
ー
ム
は

地
震
当
日
の
19
時
に
柏
崎
市
の

刈
羽
郡
総
合
病
院
に
到
着
、
18

日
10
時
ま
で
現
地
に
お
い
て
救
急

外
来
診
療
を
行
い
ま
し
た
。
災
害

は
混
乱
で
あ
り
、
医
療
機
関
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
医 

          

療
機
関
に
求
め
ら
れ
る
の
は
混
乱

か
ら
の
迅
速
な
離
脱
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
災
害
訓
練
の
必
要
性

を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。 

中
越
沖
地
震
で

中
越
沖
地
震
で 

　
　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動

　
　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動 

中
越
沖
地
震
で 

　
　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動 

　
い
ま
75
才
以
上
の
人
は
、
国

民
健
康
保
険
や
組
合
健
保
、
政

府
管
掌
健
保
に
加
入
し
、
老
人

保
健
制
度
か
ら
の
医
療
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
廃
止

し
、
75
才
以
上
の
「
後
期
高
齢

者
」
だ
け
を
対
象
に
し
た
新
し

い
医
療
保
険
制
度
に
移
行
さ
せ

よ
う
と
言
う
も
の
で
す
。
全
国

１
３
０
０
万
人
（
群
馬
21
万
人
）

が
対
象
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
で
は
、
子
ど
も
の

社
会
保
険
な
ど
扶
養
に
な
っ
て

い
て
、
今
ま
で
保
険
料
の
負
担

が
ゼ
ロ
だ
っ
た
人
も
含
め
て
、

75
才
以
上
す
べ
て
の
人
が
保
険

料
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

    

　
年
金
額
が
少
な
く
天
引
き
で

き
な
い
人
で
保
険
料
が
払
え
な

い
場
合
、
保
険
証
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
資
格
証
明
書
が
発
行
さ
れ

ま
す
。
こ
の
証
明
書
で
は
受
診
し

た
と
き
に
窓
口
で
は
10
割
の
負

担
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
「
資
格
証
明
書
」
は

75
才
以
上
の
高
齢
者
に
対
す
る

発
行
は
除
外
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

「
公
平
性
の
確
保
」
と
言
う
理
由

で
改
悪
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
が
受
診
を
控
え
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、
高
齢
者
の
い

の
ち
と
健
康
に
重
大
な
影
響
を
も

た
ら
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
重
症
化
が
す
す
め
ば
ま
す
ま

す
医
療
費
が
増
大
す
る
と
い
う
悪

循
環
へ
の
道
で
す
。 

　
医
療
費
の
本
人
負
担
は
一
割

（
現
役
並
所
得
者
は
三
割
）
で
、

い
ま
の
老
人
医
療
制
度
と
同
じ
で

す
。 

    

　
こ
の
制
度
で
は
、
公
費
五
割
、

各
健
康
保
険
の
支
援
金
四
割
、
後

期
高
齢
者
の
保
険
料
一
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
市
町
村
国
保
と
違
い
、
広
域
連

合
が
運
営
主
体
の
た
め
、
赤
字
に

な
っ
た
場
合
で
も
一
般
財
源
か
ら

の
繰
り
入
れ
は
出
来
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
二
年
ご
と
に
保
険
料
の

見
直
し
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
保
険

で
ま
か
な
う
医
療
費
の
総
額
を
ベ

ー
ス
に
し
て
、
そ
の
一
割
を
保
険

料
の
財
源
に
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

   

　
運
営
は
各
都
道
府
県
に
設
立
さ

れ
る「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
」が
あ
た
り
、保
険
料
や
条
例
を

決
定
し
ま
す
。群
馬
県
の
場
合
は
、

会
長
が
松
浦
高
崎
市
長
、議
員
は

19
人
、
利
根
沼
田
地
域
か
ら
は

２
人
が
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
議
員
の
数
は
市
町
村
数
よ

り
少
な
く
多
く
の
地
域
で
議
員
不

在
、
制
度
の
当
事
者
で
あ
る
高
齢

者
の
意
見
が
直
接
反
映
さ
れ
な
い

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

   

　
こ
の
制
度
は
、
昨
年
の
６
月
、

政
府
与
党
が
強
行
し
た
医
療
の
改

悪
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
群
馬
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

で
は
、「
高
齢
者
の
生
活
実
態
に
即

し
た
保
険
料
に
」「
保
険
料
の
減
免

制
度
を
」「
高
齢
者
の
意
見
を
反

映
出
来
る
制
度
に
」な
ど
の
要
請

を
か
か
げ
て
署
名
に
と
り
く
ん
で

い
ま
す
。
班
会
で
も
、
こ
の
制
度

に
つ
い
て
の
学
習
を
し
て
み
ま
し

ょ
う
。 

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

と
国
民
健
康
保
険
の
問
題
を
中
心

に
し
て
、
８
月
初
旬
に
県
内
の
全

自
治
体
と
の
懇
談
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
下
さ
い
。 

　
６
月
20
日
、
「
老
健
と
ね
」

で
昼
食
バ
イ
キ
ン
グ
が
開
か
れ
ま

し
た
。 

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ち
ら
し
寿
司
、

う
ど
ん
、
茶
そ
ば
、
き
す
の
マ
リ

ネ
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
サ
ラ
ダ
、
マ

ー
ボ
な
す
、
果
物
な
ど
10
品
で

す
。 

　
席
の
並
び
も
変
え
、
普
段
と
は

違
う
雰
囲
気
に
利
用
者
の
皆
さ
ん

は
、
ご
馳
走
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お

り
、
「
何
か
ら
食
べ
よ
う
」
と
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
お
皿
に
手
を
伸

ば
し
て
い
ま
し
た
。
隣
の
人
に
も

取
り
分
け
て
く
れ
る
人
、
「
欲
張

っ
て
食
べ
す
ぎ
ち
ゃ
っ
た
」
「
ス

イ
カ
は
初
物
だ
」
な
ど
会
話
も
弾

み
、
楽
し
み
な
が
ら
の
昼
食
会
で

し
た
。 

　
次
回
も
こ
う
し
て
ほ
し
い
等
期

待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
職
員
か
ら
は
「
今
度
は
音
楽
を

流
し
て
み
た
ら
」
な
ど
発
展
し
て

い
き
そ
う
で
す
。 

　
新
し
く
選
出
さ
れ
た
理
事
・
監

事
８
人
の
役
員
研
修
会
が
二
回
に

わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
講
師
に
は
都
築
理
事
長
を
始
め

各
常
勤
役
員
が
あ
た
り
、
第
一
回

は
「生
協
の
あ
ゆ
み
」「
生
協
法
」「
定

款
」「
生
協
の
組
織
」に
つ
い
て
、

第
二
回
は
「生
協
会
計
基
準
」「
経

営
資
料
の
見
方
」「
医
療
保
険
制
度
」

な
ど
に
つ
い
て
学
習
を
し
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
理
事
さ
ん
か
ら

は
、「
研
修
会
に
参
加
し
た
ら
、理

事
と
し
て
自
覚
が
生
ま
れ
た
、利
根

沼
田
地
域
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

病
院
な
の
で
、さ
ら
に
発
展
す
る
よ

う
、力
を
尽
く
し
た
い
。」「
自
分
の

お
か
れ
た
立
場
を
考
え
て
責
任
の

重
さ
を
感
じ
た
」と
緊
張
し
抱
負

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 
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責
任
の
重
さ 

　
　
実
感 

保
険
料
・
年
金
か
ら
「
天
引
き
」 

本
当
！？
 

後期高齢者 
医療制度 

役
員
研
修
会
開
催
 

老
健
施
設
と
ね 

昼
食
昼
食 

バ
イ
キ
ン
グ

バ
イ
キ
ン
グ 

昼
食 

バ
イ
キ
ン
グ 

地域がん診療連携拠点病院 
市民公開講座「がんと健康」のお知らせ 
第１回「利根中央病院におけるがん診療について」 

　
来
年
４
月
か
ら
７５
才
以
上
全
員
が
強
制
加
入
す
る
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
こ
の
保
険
料
は
、
一
人
あ
た
り
平
均
で
月
額
６
２
０
０
円
（
年

間
７
万
４
千
円
）
で
す（
試
算
）。
年
金
を
月
１
万
５
千
円
以

上
受
け
て
い
る
人
は
、
一
方
的
に
年
金
か
ら
「
天
引
き
」
さ

れ
ま
す
。
（
下
の
表
参
照
） 

　
介
護
保
険
料
（
月
額
平
均
４
０
９
０
円
）
と
合
わ
せ
て
、

毎
月
平
均
１
万
円
を
超
え
る
額
が
天
引
き
と
な
り
ま
す
。 

日　時　平成１９年８月１８日（土曜）午後２時から３時 
会　場　利根中央病院研修棟１階 講堂 
講　師　利根中央病院長 都築　靖 先生 
　　　　入場は無料です。どなたでもご参加いただけます。 

お問い合わせ　利根中央病院 　２２-４３２１（代表） 
　　　　　　　地域連携室（小林）または医事課（横坂） 
企画運営　利根中央病院 連携機能強化事業企画委員会、地域連携室 

75
才
以
上
の
人 

　
　
全
て
が
対
象 

保
険
料
滞
納
で 

　
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー 

保
険
料
の
見
直
し 

       
　 
二
年
ご
と 

運
営
は
広
域
連
合 

見
直
し
求
め
署
名
と
懇
談 

 

保
険
料
は
、本
人
の
所
得
に
一
定

の
料
率（
厚
労
省
は
約
７
％
と
想
定
）

を
か
け
る「
所
得
割（
応
能
割
）」と
、

「
均
等
割（
応
益
割
）」を
合
計
し
て
、

個
人
の
負
担
額
を
算
出
す
る
と
し

て
い
ま
す
。 

■年金収入別の後期高齢者医療保険料（全国平均：年額） 
年　金　額 ～120万円 

4,900～ 
5,600　 

11,160　 

16,060～ 
16,760円 

0　 

11,160　 

11,160円 

18,900～ 
21,600　 

29,760　 

48,660～ 
51,360円 

32,900～ 
37,600　 

29,760　 

62,660～ 
67,360円 

46,900～ 
53,600　 

37,200　 

84,100～ 
90,800円 

60,900～ 
69,600　 

37,200　 

98,100～ 
106,800円 

102,900～ 
117,600　 

37,200　 

140,100～ 
154,800円 

160万円 180万円 200万円 220万円 240万円 300万円 

所得割額（Ａ） 

均等割額（Ｂ） 

保険料総額 
（Ａ＋Ｂ） 

保
険
料 

※厚生労働省の試算から作成。所得割の料率は７～８％と仮定 

え
っ 

派遣された支援チームの4人 

 



2007年８月１日（毎月1回1日発行） 第455号 （３） 一人は万人のために 万人は一人のために 

材木町１ 
材木町２ 
材木町１１ 
西原新町３ 
上原町９-２ 
上原町９-１ 
上原町７-１-１ 
西倉内町８ 
榛名町１-２ 
榛名町８-４ 
榛名町８-２ 
鍛冶町１０ 
鍛冶町６ 
坊新田町１ 
坊新田町５ 
坊新田町６ 
坊新田町８ 
坊新田町１０ 
坊新田町１１ 
桜町３ 
桜町４ 
上久屋町馬場 
下久屋町原５-１ 
フラワータウン 
戸鹿野町１ 
上発知町馬場 
上発知町坂上 
上発知町坂下 
硯田町合同班 
下川田町田中１ 
下川田町田中２ 
下川田町笠 
下川田町中谷 
尾合上 
菅沼 
築地 
中野 
下牧原の中 
後閑上入合同班 
後閑下入合同班 
月夜野町組６-２ 
月夜野町組２-２ 
月夜野町組１ 
月夜野町組合同 
水沼 
竹改戸 
橋下洞上１ 
橋下洞上２ 
橋下原 
橋下都 
橋上北 
須川坂下 
須川十二河原 
須川上２ 
須川下 
谷地宮原 
布施河原上 
布施河原下 
布施大塩 
猿ヶ京合同班１ 
猿ヶ京合同班２ 
糸井中宿 
入原下 
判形前原 
いこいの家 
１階北 
２階西 
どんぐり保育園 
ふれあいの輪 

昼夜のメリハリのある生活習慣を身につけ、寝る前に静かな音楽を聴いたり、読書をしたりして心身の緊張をほぐしましょう。 

「全員幽霊の移動 
　  　落伍兵が続出」 

みなかみ町相俣　 

 林 　 信 一 （87歳） 

戦争体験記 

　
昭
和
15
年
１
月
10
日
、
現
役

兵
で
千
葉
習
志
野
騎
兵
第
15
連

隊
に
入
営
し
、
厳
し
い
初
年
兵
教

育
を
受
け
た
。
太
平
洋
戦
争
開
戦

直
前
の
11
月
、
軍
司
令
部
の
宣

伝
班
要
員
に
な
っ
た
。
ほ
ど
な
く

夏
服
が
支
給
さ
れ
た
の
で
「
南
方

行
き
か
な
」と
皆
で
話
し
合
っ
た
。 

　
昭
和
17
年
１
月
、
そ
の
夏
服

を
着
て
大
阪
港
か
ら
台
湾
へ
向
け

出
港
し
た
。
船
が
静
か
に
岸
壁
を

離
れ
た
時
「
こ
れ
が
日
本
の
見
納

め
か
」と
悲
壮
な
気
持
ち
だ
っ
た
。 

　
台
湾
で
輸
送
船
団
を
組
み
、
海

軍
に
護
衛
さ
れ
て
南
方
に
向
か
っ

た
。
２
月
末
に
目
的
地
の
ジ
ャ
ワ

島
バ
タ
ビ
ヤ
沖
に
停
泊
し
た
。
そ

の
夜
、
海
と
空
か
ら
敵
軍
の
激
し

い
攻
撃
を
受
け
た
。
照
明
弾
が
付

近
を
昼
間
の
よ
う
に
明
る
く
し
、

軍
艦
の
大
砲
が
吼
え
て
爆
弾
が
炸

裂
す
る
。
高
角
砲
・
高
射
砲
が
う

な
り
、
曳
光
弾
が
飛
び
交
い
激
し

く
撃
ち
合
っ
た
。
私
の
船
も
被
弾

し
マ
ス
ト
が
飛
び
散
っ
た
。
周
囲

に
次
々
と
大
き
な
水
柱
が
あ
が
っ

た
。
つ
い
に
魚
雷
が
命
中
し
、
物

凄
い
轟
音
と
振
動
で
船
が
傾
き
だ

し
た
。
慌
て
て
甲
板
に
駆
け
上
る

と
、
そ
こ
に
は
倒
れ
た
鉄
塔
の
下

敷
き
に
な
っ
た
り
、
ワ
イ
ヤ
ー
で

体
が
引
き
裂
か
れ
た
無
惨
な
戦
友

の
姿
が
多
数
あ
っ
た
。
私
は
沈
み

か
け
た
船
か
ら
海
に
飛
び
込
み
、

油
だ
ら
け
の
海
を
無
我
夢
中
で
泳

い
だ
。
気
が
付
い
た
ら
別
の
船
に

救
助
さ
れ
て
い
て
、
ま
さ
に
九
死

に
一
生
を
得
た
の
だ
。 

　
18
年
２
月
に
ビ
ル
マ
（ミ
ャ
ン

マ
ー
）の
前
線
に
補
給
物
資
を
運

ぶ
兵
站
警
備
隊
に
編
入
さ
れ
た
。

マ
レ
ー
半
島
を
北
上
し
て
、
タ
イ

と
ビ
ル
マ
を
結
ぶ
泰
緬
鉄
道
建
設

に
イ
ギ
リ
ス
兵
捕
虜
た
ち
と
一
緒

に
働
い
た
。
そ
の
時
、
イ
ギ
リ
ス

将
校
が
「
我
々
は
日
本
の
た
め
に

こ
の
鉄
道
工
事
を
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
い
ず
れ
日
本
は
敗
れ
、

こ
の
鉄
道
は
我
が
国
の
も
の
に
な

る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
言
っ

た
。
そ
の
信
念
が
彼
ら
の
支
え
に

な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。 

　
昭
和
19
年
に
な
っ
て
ビ
ル
マ

進
攻
が
始
ま
っ
た
が
、
や
が
て
制

空
権
を
連
合
軍
に
握
ら
れ
「
雨
の

降
ら
な
い
日
は
あ
っ
て
も
爆
弾
の

降
ら
な
い
日
は
な
い
」
と
言
わ
れ

た
ほ
ど
日
本
軍
は
劣
勢
で
最
悪
の

事
態
を
迎
え
て
い
た
。
輸
送
路
を

寸
断
さ
れ
た
た
め
、
弾
薬
・
食

糧
・
医
薬
な
ど
の
補
給
物
資
は
届

か
ず
、
兵
は
栄
養
失
調
に
な
り
病

人
が
続
出
し
た
。
雨
季
に
入
り
休

戦
状
態
と
な
っ
た
が
、
皮
肉
に
も

健
康
を
維
持
で
き
ず
病
死
者
兵
が

急
増
し
、
こ
れ
で
は
「
明
日
は
我

が
身
だ
な
」
と
覚
悟
を
決
め
た
。 

　
そ
ん
な
時
、
突
然
後
方
へ
の
転

属
命
令
を
受
け
た
。
降
り
し
き
る

雨
の
中
を
敵
の
爆
撃
を
避
け
る
た

め
、
昼
は
動
か
ず
夜
間
に
黙
々
と

移
動
し
た
。
同
行
の
従
軍
看
護
婦

は
女
と
わ
か
ら
ぬ
よ
う
丸
坊
主
に

な
り
、
軍
服
と
戦
闘
帽
で
変
装
し

た
。
毎
日
の
雨
続
き
で
泥
水
や
水

溜
り
ば
か
り
で
寝
床
探
し
も
困
難

だ
っ
た
。
下
着
は
虱
の
巣
と
な
り

マ
ラ
リ
ア
患
者
が
続
出
し
た
。
こ

の
行
軍
中
も
、
栄
養
失
調
と
病
気

の
落
伍
兵
が
多
数
出
て
、
後
に
残

し
て
行
っ
た
。
全
員
が
幽
霊
部
隊

の
よ
う
に
フ
ラ
フ
ラ
と
歩
き
続

け
、
よ
う
や
く
目
的
地
に
到
着
し

た
。 

　
待
っ
て
い
た
の
は
、
敵
の
再
上

陸
に
備
え
た
陣
地
構
築
で
、
海
岸

近
く
の
山
岳
地
帯
に
穴
を
掘
る
作

業
だ
っ
た
。
体
力
低
下
や
栄
養
失

調
・
衛
生
状
態
の
悪
さ
と
で
死
者

は
日
毎
に
増
え
、
寝
る
前
に
言
葉

を
交
わ
し
た
戦
友
が
、
翌
朝
は
隣

り
で
冷
た
く
な
っ
て
い
た
。 

　
そ
ん
な
重
苦
し
い
日
が
長
く
続

く
中
で
、昭
和
20
年
８
月
15
日
を

迎
え
た
。
「
重
大
放
送
が
あ
る
」

と
宿
舎
前
に
整
列
し
て
、
聞
き
に

く
い
玉
音
放
送
を
聞
き
、
日
本
の

無
条
件
降
伏
を
知
っ
た
。
す
す
り

泣
く
兵
も
い
た
が
、
私
は
嬉
し
く

も
悲
し
く
も
な
く
、
た
だ
「
終
わ

っ
た
の
か
」と
思
う
だ
け
だ
っ
た
。 

　
数
日
後
、
イ
ギ
リ
ス
兵
に
兵
器

を
引
き
渡
し
て
武
装
解
除
さ
れ
、

抑
留
生
活
中
は
、
道
路
工
事
や
木

の
伐
採
な
ど
に
当
た
っ
た
。
こ
の

時
、
こ
の
地
に
の
み
咲
く
メ
イ
ミ

ョ
桜
を
見
て
「
も
う
一
度
日
本
で

桜
を
見
た
い
」
と
い
う
望
郷
の
念

に
か
ら
れ
た
。 

　
翌
年
７
月
、
復
員
船
で
広
島
の

宇
品
港
に
着
き
「
二
度
と
帰
れ
な

い
」
と
思
っ
た
祖
国
日
本
の
地
を

踏
む
こ
と
が
で
き
感
無
量
だ
っ

た
。 

　
今
で
も
異
国
の
地
で
悲
惨
な
最

期
を
遂
げ
た
多
く
の
戦
友
の
こ
と

を
想
う
と
、
心
か
ら
冥
福
を
祈
ら

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

熱中症予防の話 
熱中症予防の話 
カムカム健康法 
健康チェック 
食中毒、熱中症予防の話 
食中毒、熱中症予防の話 
食中毒、熱中症予防の話 
高脂血症の話、大腸がんチェック 
血管年齢測定、食と生活 
血管年齢測定、食と生活 
血管年齢測定、食と生活 
歯周病と全身疾患 
歯周病と全身疾患 
ボケ予防の話、大腸がんチェック 
ボケ予防の話、大腸がんチェック 
ボケ予防の話、大腸がんチェック 
ボケ予防の話、大腸がんチェック 
ボケ予防の話、大腸がんチェック 
ボケ予防の話、大腸がんチェック 
セラバンド体操、大腸がんチェック 
セラバンド体操、大腸がんチェック 
口臭の話 
健康チェック 
痴呆予防の指先体操 
食と生活 
後期高齢者医療制度の話 
後期高齢者医療制度の話 
後期高齢者医療制度の話 
歯周病とインプラントの話 
健康チェック 
健康チェック 
ピロリ菌チェック 
ピロリ菌チェック 
ストレスと心身症 
血管年齢測定 
食中毒、夏バテ予防の話 
指圧 
健康チェック 
指圧 
指圧 
放射線の話、みそ汁塩分測定 
放射線の話、みそ汁塩分測定 
放射線の話、みそ汁塩分測定 
健康チェック 
健康チェック 
健康チェック 
血管年齢測定 
血管年齢測定 
血管年齢測定 
血管年齢測定 
血管年齢測定 
セラバンド体操 
体操、記憶力増進班会 
歯周病の話 
歯周病の話 
脳卒中の話 
記憶力増進、大腸がんチェック 
記憶力増進、大腸がんチェック 
みそ汁、尿塩分測定 
腰痛体操、ピロリ菌チェック 
腰痛体操、ピロリ菌チェック 
食中毒予防の話 
温泉班会 
お日まち班会 
後期高齢者医療制度の話 
生活習慣病の話 
死の四重奏 
フッ素塗布班会 
指圧 
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３ 
８ 
５ 
４ 
４ 
３ 
７ 
３ 
４ 
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４ 
３ 
４ 
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３ 
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５ 
５ 
１３ 
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５ 
７ 
６ 
４ 
４ 
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６ 
４ 
７ 
６ 
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４ 
４ 
３ 
３ 
３ 
４ 
４ 
４ 
４ 
３ 
８ 
３ 
４ 
３ 
６ 
６ 
６ 
６ 
５ 
４ 
５ 
７ 
７ 
７ 
１８ 
６ 
１５ 
１５ 

沼田東
　 
 
 
 
 
 
沼田中 
沼田西 
 
 
沼田南 
 
 
 
 
 
 
 
沼田北 
 
利　南 
 
 
 
池　田 
 
 
薄　根 
川　田 
 
 
 
白　沢 
片　品 
 
川　場 
月夜野東 
 
 
月夜野西 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新　治 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
昭和東 
昭和南 
高　山 
職域・他 
病棟・他 

小野　のぶ 
大谷　好子 
小林永久子 
佐藤　長次 
星野フジ子 
星野　栄子 
中村　慎二 
坂大　徳江 
戸部　大吉 
宮内はつ枝 
金子　くら 
馬場半次郎 
竹村　健一 
飯田　光子 
不破　房夫 
須田日出子 
中島恵美子 
小泉　利子 
井上　益子 
登坂　悦子 
生方　行子 
織田沢澄世 
星野サヨ子 
 
星野　早苗 
木村　修平 
峰川　拓夫 
斉藤　　操 
金子　幸子 
茂木　チヨ 
生方志づ子 
塩野美恵子 
吉田　昌子 
角田　梅子 
戸丸　正美 
星野　みね 
小野里まさ代 
山田八重子 
阿部　タカ 
渋谷　典子 
石坂　堅一 
丸山　　功 
片野　良子 
林　　郁次 
 
 
本多　　清 
原沢　福治 
杉木　トミ 
高橋　チエ 
南雲　紀子 
阿部　由子 
田村　照代 
木桧　芳子 
水野久美子 
佐藤　ヤヨ 
小林せつ子 
高橋　キミ 
福島　槇子 
林　ますみ 
笛木しず江 
須藤　澄子 
堤　　みゑ 
木村千代子 
奥木　　茂 
西畠みどり 
高橋　恵子 
高橋いずみ 

６９回 総  計 ３７０人 

6月班会開催一覧 

昭和南　「利根の保健」配布者交流会 
　各健康チェックの後、外科の安藤Ｄｒと「座談会」。
絶えず質問がでていい交流会でした。聞きたいこと
を“うまく医者に聞くコツ”の話しも良かったです。 

生協では「住民一人ひとりが健康づくりに関心を」と
組合員主体で健康チェック。昭和東・南支部は隔月で「昭
和の湯」に於いて健康チェックを展開中☆ 

池田　中発知合同班（大腸がんチェック） 
　大勢集まったので血圧を測るのもひと苦労。賑や
かながらも大腸がんの話しがはじまると皆真剣でした。
殆どの方が陰性反応で良かったですね。 

川
田
　
田
中
班
（
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操
） 

　
「肩
周
り
の
筋
肉
を
意
識
し
て
！
」 

　
こ
れ
で
あ
な
た
は
肩
こ
り
知
ら
ず
☆ 

水上　阿能川合同班（歯の話） 
　正しい歯磨き方法をビデオを見て研究。「自
費の入れ歯」と「保険の入れ歯」の模型を見
たり触ったりしながら違いを体験しました。 

薄根　硯田・白岩合同班（メタボリックシンドローム） 
　Ｑ＆Ａ方式の学習会。「内臓脂肪の怖さがわかり
ましたか？」と外科の郡Ｄｒが聞くと皆さん元気よ
く「は～い」と挙手。楽しそうな勉強会ですね♪♪ 

班会あれこれ 
おらがまちの 

 

各
地
で
ま
ち
か
ど 

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク 

 

→
昨
年
か
ら
ふ
れ
あ
い 

　
バ
ザ
ー
ル
で
実
施 

サンモール鍛冶町店前（沼田南） サンモール鍛冶町店前（沼田南） 

役場隣の花の谷公園（片品） 役場隣の花の谷公園（片品） 

へ
い
　
た
ん 

た
い
　
め
ん 

し
ら
み 
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ね
じ
り
花
鉢
に
住
ま
せ
て
早
三
年
う
か
ら
も
増
え
て
ピ

ン
ク
色
良
き 

 

父
の
日
に
子
等
が
送
り
し
贈
り
物
ひ
も
解
く
時
の
心
お

ど
ら
せ 

 

「
先
生
」
と
呼
ば
れ
Ｏ
君
と
語
り
合
ふ
四
十
年
前
の
教

へ
子
の
会 

 

お
袋
は
百
歳
親
父
は
そ
の
前
と
言
う
子
も
を
り
て
米
寿

の
宴 

 

県
庁
の
夜
景
眺
め
て
食
事
す
る
無
事
に
退
職
息
子
祝
い

て 
 

張
り
つ
め
し
乳
首
に
息
も
つ
か
ず
飲
む
幼
の
瞳
母
を
見

つ
め
て 

 

太
陽
に
向
っ
て
今
日
も
が
ん
ば
ろ
う
と
両
手
あ
げ
れ
ば

爽
や
か
な
風 

 

風
も
な
く
静
か
な
夜
更
け
消
防
の
サ
イ
レ
ン
激
し
町
を

過
ぎ
ゆ
く 

み
な
か
み
町
川
上
　
　
木
　
村
　
妙
　
子 

  

利
根
町
柿
平
　
　
　
　
中
　
澤
　
幹
　
治 

  

み
な
か
み
町
下
津
　
　
原
　
沢
　
貞
　
子 

  

沼
田
市
戸
鹿
野
町
　
　
吉
　
江
　
与
　
一 

  

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
久
　
野
　
フ
ク
江 

  

沼
田
市
白
沢
町
　
　
　
飯
　
田
　
清
　
子 

  

み
な
か
み
町
上
組
　
　
杉
　
木
　
八
重
子 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
森
　
田
　
妙
　
子 

不眠症でお悩みの方は、早めに神経内科や精神科のある医療機関を受診し医師と相談しましょう。 

　
利
根
中
央
病
院
に
37
年
間
、

看
護
師
と
し
て
勤
め
て
い
た
穂
苅

さ
ん
は
「
経
験
を
活
か
し
て
、
生

協
活
動
に
協
力
を
」
と
声
が
か
か

り
、
薄
根
支
部
の
総
代
を
引
き
受

け
て
四
年
目
に
な
り
ま
す
。 

　「
参
加
す
れ
ば
何
か
し
ら
タ
メ

に
な
る
」
と
組
合
員
さ
ん
か
ら
好

評
の
恩
田
の
合
同
班
会
は
、
頼
り

に
し
て
い
る
三
人
の
班
長
さ
ん
と

協
力
し
て
、
事
前
に
お
知
ら
せ
を

配
っ
て
開
い
て
い
ま
す
。 

　「
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
魅
力
の
あ
る
班
会
に

し
て
、
永
く
続
け
て
い
き
た
い
」 

　
毎
日
15
分
の
ダ
ン
ベ
ル
体
操

を
欠
か
さ
な
い
穂
苅
さ
ん
は
「
班

会
を
通
じ
て
『
自
分
の
健
康
は
自

分
で
つ
く
る
』
と
い
う
意
識
を
も

っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
す
。 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

「
魅
力
の
あ
る
班
会
に
」 

沼
田
市
恩
田
町
　
穂
苅
勝
代 

さ
ん 

せ
せ
せ
せ 

 

ら
ぎ
ら
ぎ 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

地
下
足
袋
を
脱
い
で
安
堵
の
月
涼
し 

  

何
は
と
も
話
は
じ
め
の
汗
を
拭
く 

  

夏
来
た
る
孫
の
宿
題
戦
争
調
べ 

  

祭
り
果
て
も
と
の
淋
し
さ
戻
る
路
地 

  

筵

座

の

家

庭

崩

壊

大

夕

立 
  

滝
し
ぶ
き
陽
の
移
ろ
い
や
虹
生
る 

  

登
り
咲
く
花
を
残
し
て
葵
枯
る 

  

紫
陽
花
や
連
れ
添
う
人
に
歩
を
合
わ
せ 

  

つ
な
ぐ
手
に
汗
し
て
夜
の
ミ
ス
テ
リ
ー 

  

湯
上
り
の
ゆ
か
た
姿
の
粋
な
人 

昭
和
村
貝
野
瀬
　
　
　
横
　
坂
　
成
　
庄 

  

沼
田
市
岡
谷
町
　
　
　
金
　
子
　
千
　
春 

  

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
吉
　
野
　
仍
　
次 

  

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
峰
　
川
　
幸
　
江 

  

昭
和
村
森
下
　
　
　
　
金
　
井
　
粂
　
子 

  

沼
田
市
材
木
町
　
　
　
八
　
木
　
利
　
夫 

  

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
林
　
　
　
美
佐
子 

  

沼
田
市
栄
町
　
　
　
　
貝
　
瀬
　
久
　
代 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
峰
　
川
　
む
　
つ 

か
　
　  

こ 

医療相談室 医療相談室 医療相談室 　
昨
年
8
月
、
利
根
中
央
病
院
は
厚
生
労
働
省
か
ら
「
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
が
ん

で
亡
く
な
る
方
、
苦
し
む
方
が
一
人
で
も
な
く
な
る
よ
う
、

そ
の
役
割
を
い
っ
そ
う
強
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
 

　
今
回
は
、
多
く
の
組
合
員
さ
ん
が
各
が
ん
検
診
を
受
け

て
く
だ
さ
る
よ
う
、
が
ん
検
診
の
必
要
性
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。
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が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う 

〜
が
ん
は
死
因
の
ト
ッ
プ
〜 

利根中央病院 
副院長 

長坂　一三 

マグロのネバネバ丼 

□ 作り方 
①長いもは皮をむいて1cmに切り、庖丁でた
たく。 
②おくらはがくをとり、ゆでて2mmの輪切り
にする。 
③なめこは湯通しする。 
④マグロは、１ｃｍの一口大に切る。 
⑤ボウルに①～④とめかぶを入れ、たれを加
えて和える。 
⑥丼にご飯を盛り、和えたものをかけ、温泉卵
をのせる。 

マグロの刺身…６切　　長いも…100g  
おくら…6本 　　　　　めかぶ…50g 
なめこ…50g  
たれ（醤油…大１、みりん…大1/2、酒…大1/2） 
温泉卵…2個 　　　　　ご飯…適量 

□ 材料（2人分） 

今月の 
料理 

（栄養課　斎木理恵） 

ネバネバ食材で疲れた胃腸をひと休み。 

　
が
ん
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

の
最
大
の
脅
威
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
一
生

の
う
ち
２
人
に
１
人
の
割
合
で
が

ん
に
か
か
る
と
い
わ
れ
、
死
亡
者

数
全
体
の
約
３
人
に
１
人
が
が
ん

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
10
年

後
に
は
、
３
人
に
２
人
が
が
ん
に

か
か
り
、
２
人
に
１
人
が
が
ん
で

死
亡
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
予
測
を
受
け
、
国
も

が
ん
死
亡
率
を
「10
年
で
20
％
減
」

と
目
標
を
決
め
ま
し
た
（が
ん
対

策
推
進
協
議
会
）。
国
や
地
方
自

冶
体
の
役
割
は
た
い
へ
ん
重
要
で

す
が
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
自

覚
が
何
よ
り
大
切
で
す
。 

　
現
在
、
私
た
ち
は
ど
ん
な
が
ん

に
か
か
り
や
す
い
の
で
し
ょ
う
か
？

男
性
で
は
、
ま
ず
胃
が
ん
で

す
。
次
い
で
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん

と
続
き
ま
す
。
女
性
で
は
乳
が
ん

の
増
加
が
著
し
く
、
胃
が
ん
を
抜

い
て
１
位
で
す
。
次
い
で
大
腸
が

ん
、
子
宮
が
ん
と
並
ん
で
い
ま
す
。 

　
死
因
に
つ
い
て
見
ま
す
と
、
男

性
で
は
注
目
す
べ
き
は
肺
が
ん
で

す
。
年
々
増
加
、
平
成
５
年
に
は

胃
が
ん
を
抜
い
て
死
因
の
ト
ッ
プ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
で
は
、

大
腸
が
ん
が
胃
が
ん
を
抜
い
て
１

位
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
胃
が
ん
、
肺
が

ん
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
子
宮

が
ん
が
主
要
な
５
つ
の
が
ん
と
言

え
ま
す
。
こ
の
他
、
年
々
確
実
に

増
加
し
て
い
る
、
症
状
の
乏
し
い

前
立
腺
が
ん
も
見
落
と
せ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
慢
性
肝
炎
や
肝
硬
変

か
ら
発
症
す
る
肝
が
ん
も
男
性
で

は
死
因
の
３
位
と
な
っ
て
お
り
、

注
意
が
必
要
な
が
ん
で
す
。 

　
医
学
が
進
歩
し
た
今
日
で
も
、

が
ん
の
確
実
な
治
療
は
、
症
状
の

出
な
い
ほ
ど
小
さ
な
段
階
で
見
つ

け
、
切
り
取
る
こ
と
で
す
。
こ
の

た
め
に
は
「
が
ん
検
診
を
定
期
的

に
受
け
る
こ
と
」
が
何
よ
り
大
切

で
す
。
小
さ
な
が
ん
な
ら
、
そ
の

種
類
に
よ
っ
て
は
内
視
鏡
な
ど
で

取
り
除
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
強

い
作
用
の
抗
が
ん
剤
も
不
要
で

す
。
体
に
負
担
の
少
な
い
治
療
法

で
確
実
に
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
が
ん
の
予
防
も
大

切
で
す
。
胃
が
ん
の
原
因
と
考
え

ら
れ
て
い
る
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・

ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
、
禁
煙
、
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
食
事
・
緑
黄
色
野

菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
摂
る
こ
と
な
ど

が
重
要
で
す
。 

　
最
近
話
題
の
生
活
習
慣
病
と
の

関
連
で
は
、
肥
満
や
糖
尿
病
は
胃

が
ん
、
大
腸
が
ん
、
子
宮
が
ん
、

乳
が
ん
、
す
い
臓
が
ん
、
前
立
腺

が
ん
な
ど
の
発
症
を
高
め
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
お
り
、
脂
肪
細
胞
か

ら
分
泌
さ
れ
る
ア
デ
イ
ポ
サ
イ
ト

カ
イ
ン
と
発
癌
と
の
関
係
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
肥
満
の
解
消
は

が
ん
の
予
防
に
も
繋
が
り
ま
す
。 

　
残
念
な
が
ら
が
ん
検
診
を
受
け

る
方
は
10
〜
20
％
台
と
少
な
い

の
が
現
状
で
す
。
ア
メ
リ
カ
や
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
、
７
割
以
上

の
人
が
乳
が
ん
検
診
（
乳
房
Ｘ
線

検
査
）を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、

乳
が
ん
で
死
亡
す
る
人
が
減
少
し

ま
し
た
。 

　
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
の
推
計

で
は
70
％
の
が
ん
検
診
受
診
率

に
な
る
と
、
が
ん
死
亡
率
が
６
％

減
少
す
る
と
計
算
さ
れ
て
い
ま
す

（
ち
な
み
に
、
喫
煙
率
が
現
在
の

四
分
の
一
に
減
少
す
る
と
が
ん
死

亡
率
３
％
弱
の
減
少
と
推
計
）。 

　
基
本
健
康
診
査
（
沼
田
市
の
あ

お
ば
健
診
な
ど
自
冶
体
が
行
う
健

康
診
断
）
並
み
の
７
割
以
上
の
人

が
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
、

が
ん
で
亡
く
な
る
方
を
確
実
に
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
記
の

表
を
参
考
に
、
基
本
健
康
診
査
を

受
け
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
、
が
ん
検

診
も
お
受
け
く
だ
さ
い
。 

３
人
に
１
人
は 

　
　
が
ん
で
死
亡 

早
期
発
見
で 

 

負
担
の
少
な
い 

　
　
治
療
が
可
能 

７
割
の
が
ん
検
診 

　
　
　  

受
診
率
で 

が
ん
死
亡
率
６
％
減 

か
か
り
や
す
い「
が
ん
」は
？ 


